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 要  旨 
DLC(diamond-like carbon：以下 DLC)は 1970 年から研究され始め、その優れた特性を生かし、
現在様々な分野での応用、実用化が進められている。DLC はダイヤモンドライクカーボン
(diamond-like carbon)の略で、炭素を主成分としながら、高硬度、透明性、電気的絶縁性、耐食
性など、黒鉛よりはダイヤモンドに似た性質をもつ準安定な硬質アモルファス炭素である。1970
年から研究され、成膜方法により様々な特性を有する DLC 膜が得られることが分かってきたが、
いまだその定義については不明瞭である。DLC の特性を生かした用途も多彩であり、工業的な応
用としてはアルミなど難切削削材向けの切削工具、離形成が必要なレンズなどの精密金型、HDD
の磁気ヘッドやディスクの保護膜、トライボロジー(潤滑)特性を生かした自動車部品、ガスバリ
ア性を生かしたペットボトル内壁のコーティングなどが注目され実用化が進められている。また、
DLC を次世代の半導体として捉え、可変バンドギャップ半導体とする性質を生かした開発も期待
されている。 
 しかし、従来行われてきたほとんどの DLC 作製法は 1～10Pa 程度の低圧力下のプラズマを利
用する、つまり真空装置が必要であり、装置の大きさや多大な生産コストがさらなる DLC の用
途拡大と発展への課題となっている。そこで数年前、我が研究室では、真空装置が不要の安価で
小型な自作装置での DLC 作製を試み成功した。これにより DLC の可能性がさらに広がったと考
えるが、膜と基板の付着力の低さなど問題も多い。 
本研究では、従来行われてきたプラズマ CVD 法や PLD 法とは異なり、原料である炭化水素ガ
スを熱エネルギーと触媒による促進作用で分解し、その分解された粒子を基板上に堆積させ膜を
作製するという独自の作製法を用いる。この作製法を用いることで、真空装置など大掛かりで高
価な装置を用いる必要がなくなるため、低コストで DLC を生産することが可能となり、より DLC
の用途拡大と発展の期待ができる。しかし、この作製法で作製された DLC 膜の情報はまだ不十
分である。本研究ではこの作製法の問題点である製膜温度の低下を試みさらに、作製条件による
DLC 膜の構造を変化させることで DLC についての理解を深め、炭化水素を熱分解することで得
られる DLC 膜がどのような性質を持っているのかを機械的特性という観点もふくめ分析を行っ
た。 
 
 
